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いきものみっけシンポジウム 20101023

『お庭の生きもの調査』の結果報告と
庭から始める生物多様性の保全活動

ＮＰＯ法人生態教育センター
理事長 小河原孝生

１９７４・７５年 タンポポによる自然度評価を開始

１９８１年－民間第１号
ウトナイ湖サンクチュアリ

生息環境の保全

環境教育の展開

１９８３年－第２号福島市小鳥の森

１９８６年－横浜自然の観察の森

全国10カ所以上
を整備

１９９１年㈱生態計画研究所設立

１９９６年札幌ドーム生態環境計画

１９９５年ぐんま昆虫の森基本計画

１９９５年米子水鳥公園

１９９７年丸池の里ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

２００２年ＮＰＯ法人生態教育センター設立
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スズメは90％、カエルは48％、ハチの巣は30％の庭で確認された

コゲラは11％の庭に生息 470種の内75％が昆虫でした

ツマグロヒョウモン♂ ヤマトシジミとアヅチグモ

オオハナアブ モンシロチョウ

都心の庭でオミナエシを利用する昆虫

なぜ？
庭の生きものを
調べるのか？

人工的な市街
地が拡がり、
緑の島は孤立
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都市圏の緑は、そもそもの規模が小さく、道路や構
造物等によって地表の連続性が分断され、地這い性
の動物の移動性が阻害されていることや、表土の攪
乱によって、種の供給ポテンシャルが低下しており、
その生物多様性は限定されたものとなっている。

●空間規模（パッチサイズ）の捉え方
図に示したように、緑地面積と種数の関係には有意な

相関が認められており、鳥類の生息環境を保全する場合、
多様度と現存量はその空間規模に負うところが大きい。
これは、島嶼生態学の

理論に基づくものであり、
0.3ha以上から樹林性の鳥
類が生息を始め、30ha以
上で顕著な効果を表わし
ている。言い替えると、
30ha以下では、アイランド
（孤立した島）としての緑
地の独立性が小さいとい
うことである。

緑地面積と繁殖期に生息している野
鳥の種類数との関係（樋口他，1982）

●「アイランド型」の種／均質な空間に定着して生息
空間の規模（パッチサイズ）が影響

●「モザイク型」の種／複数タイプの生態環境を利用
異質な空間のモザイク（規模と配置）
空間の連結性（ネットワーク）が影響

●「ドット型」の種／点在する(マトリクスの緑)を利用
緑の濃度（緑被率）と質が影響

都市生態系＝「ドット型」の種
農村生態系＝「モザイク型」の種
自然生態系＝「アイランド型」の種が

主に対応する。
最近、庭でも繁殖す
るコゲラは ドット型

直径10㎝以上の枯れ枝に巣穴が！

新宿中央公園

キジバト

スズメ

メジロ ヒヨドリ

私たちはドット型

パッチ マトリクス

生息地悪化の４つのプロセスと、マトリクスの緑の重要性

マトリクス／Matrix＝基質、細胞間質（生物学）

緑地が断片化・縮小化している市街地では、マトリクスの緑(庭や
屋上、街路樹等) の質と量が、その生物多様性を支えている。

Forman.1995より作図
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今後、日本の人口の80%が首都圏、または地方
の中核都市に集中すると云われています。つまり
ほとんどの日本人は、生息地が島のように断片化
し、縮小化してしまっている土地に暮らすことにな
ります。その都市域に残っている小さな島のような
生息地の生物多様性は、周囲の環境(庭や街路
樹などマトリクスの緑)の多様性に依存しているの
です。

１．都市域では生息地の改善のために、
マトリクス（庭）の緑が重要です。

２．庭は、持続可能な「定点調査地」
として有効です。

身近な生きものの生息地である庭の生物調
査は、専門家の援助とコーディネートがあれば、
定点のモニタリング・サイトとして、誰もが日常
的に参加することが可能だと考えます。
イギリスのＢＴＯ（英国鳥類学協会）では、既
に８０年以上にわたる定量的な長期モニタリン
グを成功させています。

３．誰もが、自分の庭から生物多様性
の保全活動を始めることができます

重要なのは、「私たちの家の庭は、小さなベラ
ンダから大きな庭まで、様々な形で生物多様性に
影響を与えている」ということです。 私たちの庭
が、生物の多様性をより高める機能を持っている
ならば、全体としての街や都市が生態系に大きな
恩恵をもたらす事ができるのではないでしょうか。

お庭の生きもの調査では、少なくとも４７０種の
生きものが見つかりました。

クマバチ
ホソヒラタアブ

ナミアゲハ

多様な緑（特に草本）が必要です

コマルハナバチ♂

参加者のメリットは・・

（１）生物多様性の保全に貢献できること

（２）野生生物と共に暮らす楽しみがある
こと

（３）身近な生物の営みから、多くの事を
学べること

庭から始まる生物多様性・・・すべての庭は
地球の生きもの達とつながっています！

ご静聴いただき
ありがとうございまし
た。

『お庭の生きもの調査』へ
ぜひご参加ください！


